
リンクスから伝わる『テンプレートホール』

ダブル・プラトーとは、グリーンの中に「2つの高い台（プラトー）」が
存在する、非常にダイナミックなテンプレート設計です。

グリーンの表面は大きく分けて､左サイドの高い面､中央の低い面､右サイドの高い
面と3つのエリアに分かれており､深い溝や急な傾斜によって隔てられています。

チャールズ・マクドナルドがこの型を理想とした理由は、
『ピンの位置によって、ホールの難易度と攻め方が劇的に変わる』からです。
ナショナル・ゴルフ・リンクス・オブ・アメリカの11番ホールやフィッシャーズ

・アイランド・クラブの9番ホールでこの型が見られます。
ザ･クラシックGCのNo.18ストロング・パー4は、ダブル･プラトー設計により、

プロツアー屈指の難易度となることでしょう。
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